
2023年香川県　平面図形問題
右の図のような, 正方形ABCDがある。辺CD上に, 2点C, D A
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と異なる点Eをとり,点Aと点Eを結ぶ。点Dから線分AEに

垂線をひき, その交点をFとし, 直線DFと辺BCとの交点を

Gとする。点Aを中心として, 半径ABの円をかき, 線分DG

との交点のうち, 点Dと異なる点をHとする。

AB=5 cm, DE=2 cmであるとき, 線分GHの長さは何 cmか。
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